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敦
燈
変
文
所
見
目
連
説
話
と

『
仏
説
目
連
救
母
経
」
に
つ
い
て

ー
ー
そ
の
モ
チ
ー
フ
と
デ
ィ
テ
ー
ル
を
中
心
と
し
て
｜
｜

渋
谷

誉
一
郎

は
じ
め
に

-149-

筆
者
は
さ
き
に
『
仏
説
目
連
救
母
経
』
（
以
下
「
救
母
経
』
と
略
称
）
と
『
目
連
報
本
懐
法
』
に
お
け
る
目
連
説
話
の
プ
ロ
ッ
ト
お
よ
び

修
辞
の
比
較
を
通
し
て
、
後
者
の
前
半
に
引
用
さ
れ
て
い
る
仏
典
が
前
者
を
伝
承
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
、
両
者
の
修
辞
の
顕
著
な
特
徴
が

反
復
表
現
と
定
型
表
現
に
お
い
て
認
め
ら
れ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
（
か
が
、
紙
幅
の
都
合
で
、
そ
う
し
た
特
徴
の
源
流
と
さ
れ
る
唐
五
代
の

敦
煙
変
文
と
の
関
連
を
考
察
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
本
稿
で
は
そ
の
欠
を
い
さ
さ
か
で
も
補
う
べ
く
、
『
救
母
（
舵
』
を
中
心
と
し
て

変
文
と
の
継
承
関
係
に
つ
い
て
、
主
に
は
そ
の
モ
チ
ー
フ
と
デ
ィ
テ
ー
ル
に
つ
い
て
少
し
く
検
討
を
加
え
て
み
た
い
。

い
わ
ゆ
る
敦
燈
変
文
に
お
け
る
目
連
説
話
を
主
題
と
し
た
代
表
的
な
作
品
に
は
、
『
目
連
縁
起
（
真
題
）
』
『
大
目
乾
連
冥
間
救
母
変
文

（
真
題
）
』
（
以
下
『
救
母
変
文
』
と
略
称
）
が
あ
り
、
本
稿
で
は
こ
の
二
点
を
主
た
る
考
察
対
象
と
し
た
。
他
に
『
目
連
変
文
（
擬
題
）
」
、

『
孟
蘭
盆
経
講
経
文
（
擬
題
）
』
等
が
あ
る
が
、
今
回
は
取
り
上
げ
て
い
た

ω
。
テ
キ
ス
ト
は
王
重
民
等
編
『
敦
燈
変
文
集
』
（
人
民
文
学
出
(218) 



版
社
、
五
七
年
）
を
用
い
、
句
読
は
適
宜
改
め
て
い
る
。
ま
た
、
原
文
引
用
の
用
字
は
正
字
を
使
用
し
た
が
通
行
字
を
使
っ
た
場
合
が
あ
る
。

字
句
等
を
補
っ
た
箇
所
は
［

］
、
校
勘
は
（

）
で
示
し
た
。

(217) 

〆’ー、、

一、、ー，〆

モ
チ
ー
フ
に
つ
い
て

敦
憧
変
文
と
『
救
母
経
』
に
お
け
る
モ
チ
ー
フ
の
比
較
に
つ
い
て
は
先
行
研
究
が
少
な
く
な
い
。
こ
こ
で
は
石
破
洋
氏
の
目
連
説
話
に
関

す
る
諸
論
考
に
注
目
し
た
い
。
石
破
氏
は
目
連
の
地
獄
巡
り
と
い
う
モ
チ
ー
フ
の
有
無
に
も
と
づ
き
、
各
作
品
の
成
立
時
期
を
、
地
獄
巡
り

の
な
い
『
目
連
縁
起
』
を
最
初
期
と
し
、
次
い
で
地
獄
巡
り
を
有
す
る
『
救
母
変
文
』
、
そ
し
て
「
救
母
変
文
』
と
同
じ
モ
チ
ー
フ
を
持
ち

な
が
ら
叙
述
が
さ
ら
に
詳
細
に
な
っ
て
い
る
『
日
連
変
文
」
は
最
後
期
で
あ
る
と
い
う
推
論
を
提
起
し
た
。
そ
し
て
『
救
母
経
』
に
つ
い
て

は
、
地
獄
巡
り
の
モ
チ
ー
フ
を
有
す
る
が
、
『
十
王
経
』
の
影
響
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
に
よ
り
、
『
救
母
変
文
』
以
前
に
存
在
し
た
経
典
な
り-150-

説
話
な
り
の
系
統
に
位
置
づ
け
て
い
る
。
現
存
作
品
に
対
象
を
限
定
し
て
見
れ
ば
妥
当
な
推
定
と
い
え
よ
う
。
こ
の
推
論
に
附
言
す
れ
ば
、

目
連
の
地
獄
巡
り
と
い
う
モ
チ
ー
フ
に
つ
い
て
、
日
連
が
母
親
を
探
し
て
数
々
の
地
獄
を
遍
歴
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
理
由
を
子
細

に
見
る
と
、
「
救
母
変
文
」
と
『
救
母
経
』
の
聞
に
は
異
な
る
点
が
認
め
ら
れ
る
。
そ
も
そ
も
目
連
の
母
は
僅
貧
と
妄
言
の
罪
に
よ
っ
て
、

阿
鼻
地
獄
に
堕
と
さ
れ
る
。
日
連
は
そ
の
母
を
救
済
す
べ
く
地
獄
へ
向
か
う
が
、
地
獄
は
い
く
つ
も
あ
っ
て
、
な
か
な
か
母
に
巡
り
会
う
こ

と
が
で
き
な
い
。
そ
の
た
め
に
次
々
と
地
獄
を
訪
ね
る
こ
と
に
な
る
の
だ
が
、
『
救
母
経
」
で
は
例
碓
に
始
ま
り
、
剣
樹
、
石
碕
、
餓
鬼
、

灰
河
、
銭
湯
か
ら
火
盆
地
獄
に
到
る
ま
で
、
母
に
つ
い
て
の
記
述
が
ま
っ
た
く
な
い
の
で
あ
る
。
最
初
の
釧
碓
地
獄
を
例
に
挙
げ
て
み
よ
う
。

目
連
次
復
前
行
、
見
一
例
碓
地
獄
。
只
見
南
関
浮
提
衆
生
、
在
例
碓
臼
中
、
斬
身
千
段
、
血
肉
狼
籍
、
毎
日
之
中
、
寓
死
高
生
。



目
連
悲
哀
、
問
獄
、
玉
、
此
獄
衆
生
、
前
身
作
何
罪
業
、
今
受
此
苦
。
獄
主
答
師
、
此
是
南
閤
浮
提
、
制
斬
一
切
衆
生
、
男
女
盤
旋
、

取
（
緊
）
頭
共
喫
、
口
唱
（
嘗
）
甘
美
。
今
落
弟
子
手
中
、
只
得
歓
喜
忍
受
。
（
目
連
は
ま
た
先
に
進
む
と
、例
碓
地
獄
に
出
た
。
ふ

と
見
る
と
南
関
浮
提
の
衆
生
が
、

例
碓
臼
の
中
で
そ
の
身
が
ち
り
ぢ
り
に
切
り
刻
ま
れ
、
血
肉
は
散
乱
し
、
毎
日
幾
度
と
な
く
死
ん

で
は
生
ま
れ
る
繰
り
返
し
。
目
連
は
悲
し
み
に
く
れ
、
獄
、
王
に
問
う
。
こ
の
獄
の
衆
生
は
前
世
に
如
何
な
る
罪
を
得
て
、いま
こ
の
苦

し
み
を
受
け
る
の
か
。
獄
主
の
答
え
る
に
、
こ
れ
は
南
閤
浮
提
に
て
釧
斬
せ
し
一
切
の
衆
生
に
し
て
、
男
女
は
盤
旋
し
、
頭
を
緊
め

て
と
も
に
喰
ら
い
、

口
に
甘
美
を
味
わ
っ
て
い
た
。
い
ま
、
そ
れ
が
し
の
手
中
に
落
ち
た
か
ら
に
は
、
歓
喜
し
て
忍
受
す
る
し
か
な
い

の
だ
。
）

と
あ
り
、
以
下
、
火
盆
地
獄
の
次
の
阿
鼻
地
獄
に
至
っ
て
よ
う
や
く
母
と
の
遜
遁
を
果
た
す
こ
と
に
な
る
ま
で
、
母
に
言
及
さ
れ
る
こ
と
な

-151-

く
、
「
日
連
次
復
前
行
、
見
：
：
：
、
目
連
悲
哀
、
問
獄
主
、
此
獄
衆
生
、
前
身
作
何
罪
業
、
今
受
此
苦
。
：
：
：
只
得
歓
喜
忍
受
。
」
と
い
う
定

型
表
現
を
用
い
て
、
地
獄
で
の
責
め
苦
の
有
様
と
亡
者
が
そ
の
地
獄
に
堕
ち
た
理
由
が
示
さ
れ
る
だ
け
な
の
で
あ
る
。
石
破
氏
の
「
地
獄
め

ぐ
り
の
部
分
や
、
母
を
阿
鼻
・
黒
闇
・
餓
鬼
・
狗
・
女
人
・
切
利
天
と
次
々
に
救
済
す
る
と
こ
ろ
は
、
説
話
と
し
て
適
当
に
ア
レ
ン
ジ
出

来
る
し
、
ま
た
実
際
に
ア
レ
ン
ジ
さ
れ
て
い
る
」
と
述
べ
る
の
は
、
各
々
の
地
獄
で
は
そ
の
属
性
の
紹
介
に
終
始
し
て
い
る
点
に
注
目
さ
れ

た
の
で
あ
っ
て
、
『
救
母
経
』
の
地
獄
巡
り
に
は
、
母
探
し
と
い
う
テi
マ
が
記
述
と
し
て
現
れ
な
い
の
は
注
目
す
べ
き
特
徴
で
あ
る
。

そ
れ
に
対
し
て
『
救
母
変
文
』
で
は
、
目
連
が
銅
柱
鉄
床
地
獄
ま
で
や
っ
て
く
る
と
、
母
は
す
で
に
阿
鼻
地
獄
に
移
送
さ
れ
た
後
で
あ
っ

た
と
い
う
、
『
救
母
経
』
に
は
見
ら
れ
な
い
プ
ロ
ッ
ト
が
存
在
す
る
。

(216) 



目
連
言
詑
、
更
往
前
行
。
須
央
之
問
、
至
一
地
獄
。
啓
言
獄
、
玉
、
此
箇
獄
中
、
有
一
青
提
夫
人
己
否
。
獄
主
報
言
、
青
提
夫
人
、
日
疋(215) 

和
尚
阿
嬢
。
日
連
啓
言
、
是
慈
母
。
獄
主
報
和
尚
日
、
三
年
巳
前
、
有
一
青
提
夫
人
、
亦
到
此
間
獄
中
。
被
阿
鼻
地
獄
牒
上
索
勝
、
今

見
在
阿
鼻
獄
中
。
目
連
悶
絶
僻
［
倒
］
、
良
久
気
通
、
漸
漸
前
行
、
即
逢
守
道
羅
利
問
慮
。
（
目
連
は
言
い
終
え
る
と
、
さ
ら
に
先
に
進

ん
だ
。
あ
っ
と
い
う
間
に
あ
る

（
銅
柱
鉄
床
）
地
獄
ま
で
や
っ
て
来
る
と
、
獄
主
に
申
し
た
。
「
こ
の
地
獄
に
青
提
夫
人
と
申
す
者
は

お
る
で
し
ょ
う
か
」
。
獄
主
が
答
え
る
。
「
青
提
夫
人
は
和
尚
の
母
君
か
」
。
目
連
が
申
し
述
べ
る
。
「
母
に
ご
ざ
い
ま
す
」
。
獄
主
は
和

尚
に
答
え
て
言
っ
た
。
「
三
年
前
に
青
提
夫
人
な
る
者
が
こ
の
地
獄
へ
来
た
が
、
阿
鼻
地
獄
へ
移
送
を
命
ず
る
牒
に
従
っ
て
引
っ
立
て

ら
れ
、

い
ま
は
阿
鼻
地
獄
に
お
る
」
。
目
連
は
悶
絶
卒
倒
し
、
よ
う
や
く
息
を
吹
き
返
し
、ゆ
る
ゆ
る
と
先
に
進
み
、
道
守
の
羅
利
に

出
逢
っ
て
訊
ね
る
場
面
。
）

ウ
ム

戸
、J

『
救
母
経
」
に
こ
の
プ
ロ
ッ
ト
は
な
い
。
目
連
の
地
獄
巡
り
と
い
う
モ
チ
ー
フ
の
展
開
に
、
母
を
追
跡
す
る
と
い
う
内
容
は
見
あ
た
ら
な

い
の
で
あ
る
ー
。
訪
ね
た
地
獄
で
母
は
す
で
に
次
な
る
地
獄
へ
移
送
さ
れ
て
出
会
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
の
は
、
『
救
母
変
文
』
で

は
こ
の
一
例
の
み
に
す
ぎ
な
い
が
、
後
の
明
清
に
到
っ
て
、
鄭
之
珍
『
目
連
救
母
勧
善
行
孝
戯
文
』
を
始
め
と
す
る
い
わ
ゆ
る
日
連
戯
や
目

連
宝
巻
に
お
け
る
目
連
の
地
獄
巡
り
に
は
、
い
ず
れ
も
母
親
追
跡
と
い
う
内
容
が
さ
ら
に
増
幅
さ
れ
て
、
各
地
獄
ご
と
に
認
め
ら
れ
る
こ
と

は
注
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
の
プ
ロ
ッ
ト
は
目
連
の
地
獄
巡
り
と
い
う
モ
チ
ー
フ
に
さ
ら
な
る
緊
張
感
を
も
た
ら
し
、
目
連
の
母
親
探
し

に
よ
り
切
実
な
雰
囲
気
を
加
え
る
効
果
を
加
え
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
特
徴
は
戯
曲
や
語
り
物
と
い
う
塞
能
に
対
し
て
よ
り
相
応
し
い
と

言
え
よ
う
。
周
知
の
よ
う
に
、
目
連
説
話
を
題
材
と
し
た
芝
居
に
つ
い
て
の
最
も
早
い
記
録
は
、
宋
・
孟
元
老
『
東
京
夢
華
録
』
巻
八
「
中

元
」
に
お
い
て
中
元
節
や
孟
蘭
盆
会
の
段
賑
ぶ
り
が
描
き
出
さ
れ
る
中
に
、
「
構
臨
時
楽
人
自
過
七
夕
、
便
般
目
連
救
母
雑
劇
、
直
至
十
五
日



止
、
観
者
増
倍
（
劇
場
の
役
者
は
、
七
夕
が
終
わ
っ
て
か
ら
後
ず
っ
と
「
日
連
救
母
」
の
芝
居
を
上
演
し
、
十
五
日
で
打
ち
上
げ
る
が
、
こ

の
日
は
倍
以
上
の
入
り
が
あ
る
こ
と
あ
る
。
さ
き
に
述
べ
た
よ
う
に
、
明
清
の
目
連
戯
や
宝
巻
に
お
い
て
母
親
追
跡
の
モ
チ
ー
フ
が
広
く

行
わ
れ
て
い
る
こ
と
、
こ
の
モ
チ
ー
フ
が
戯
曲
や
講
唱
に
お
い
て
よ
り
効
果
が
期
待
で
き
る
と
い
う
意
味
で
相
応
し
い
と
す
る
な
ら
ば
、
あ

る
い
は
す
で
に
宋
代
目
連
雑
劇
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
た
可
能
性
も
想
定
で
き
る
。
『
救
母
変
文
』
に
す
で
に
そ
の
プ
ロ
ッ
ト
が
含
ま
れ
て

い
た
こ
と
は
注
目
し
て
お
き
た
い
。
ま
た
、
『
救
母
経
」
に
母
親
追
跡
の
内
容
が
見
ら
れ
な
い
と
い
う
事
実
は
、
石
破
氏
の
『
救
母
経
』
の

源
流
は
『
救
母
変
文
』
よ
り
遡
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
推
定
を
裏
書
き
す
る
も
の
で
あ
る
。

（
二
）
デ
ィ
テ
ー
ル
に
つ
い
て

本
章
で
は
変
文
と
『
救
母
経
」
に
お
け
る
デ
ィ
テ
ー
ル
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
い
。
今
回
取
り
上
げ
た
目
連
故
事
は
、
大
き
く
分
け
て

今
3

F、
d

三
つ
の
プ
ロ
ッ
ト
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
。
ま
ず
、
第
一
は
目
連
の
母
は
樫
貧
と
妄
言
の
た
め
に
地
獄
へ
堕
ち
、
目
連
は
父
母
の
供
養
の
た

め
に
出
家
し
、
母
が
地
獄
へ
堕
ち
た
こ
と
を
知
る
段
。
第
二
は
目
連
の
地
獄
巡
り
の
段
。
『
目
連
縁
起
』
で
は
目
連
は
天
眼
で
も
っ
て
母
が

阿
鼻
地
獄
に
い
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
の
で
、
個
々
の
地
獄
を
巡
る
内
容
と
は
な
っ
て
い
な
い
が
、
い
く
つ
か
の
地
獄
の
名
称
を
挙
げ
、
そ

の
属
性
に
つ
い
て
の
簡
単
な
紹
介
が
あ
る
。
第
三
は
母
を
阿
鼻
地
獄
に
見
つ
け
て
救
済
し
、
餓
鬼
道
、
畜
生
道
を
経
て
現
世
か
ら
『
救
母
経
』

と
「
救
母
変
文
』
で
は
切
利
天
に
、
『
目
連
縁
起
」
で
は
天
上
に
転
生
す
る
。

こ
こ
で
は
第
三
の
プ
ロ
ッ
ト
の
、
日
連
が
母
を
阿
鼻
地
獄
か
ら
救
い
出
し
た
後
、
母
が
餓
鬼
道
か
ら
畜
生
道
へ
転
生
す
る
聞
の
挿
話
を
取

り
上
げ
る
。
こ
の
部
分
は
『
救
母
経
』
『
目
連
縁
起
』
『
救
母
変
文
』
い
ず
れ
に
も
含
ま
れ
て
お
り
、
比
較
検
討
す
る
の
に
適
当
で
あ
る
。

ま
ず
、
餓
鬼
道
に
お
い
て
、
目
連
は
母
に
水
を
飲
ま
せ
て
や
ろ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
水
が
猛
火
に
変
じ
た
と
い
う
内
容
に
つ
い
て
見
て
み
(214) 



ょ
う
。
引
用
の
順
序
は
『
救
母
経
』
『
目
連
縁
起
』
『
救
母
変
文
』
で
あ
る
。
以
下
向
。

(213) 

日
連
問
世
尊
、
嬢
在
獄
中
日
久
、
欲
共
嬢
往
来
、
恒
河
水
透
、
飲
水
洗
腹
。
世
尊
答
言
、
諸
備
飲
水
、
猶
如
乳
酪
。
衆
僧
飲
水
、
猶

如
甘
露
。
十
善
人
飲
水
、
能
解
鱗
渇
。
汝
母
飲
水
、
愛
矯
猛
火
、
流
入
腹
中
、
前
…
煮
腹
吐
倶
嫡
。
（
目
連
は
世
尊
に
訊
ね
る
。
母
は
獄

中
に
お
る
こ
と
久
し
く
、
母
を
連
れ
て
、
恒
河
の
水
辺
に
行
き
、
水
を
飲
ま
せ
て
腹
を
洗
い
た
い
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
世
尊
が
答
え
る
。

諸
仏
が
水
を
飲
め
ば
、
乳
酪
の
如
く
、
衆
僧
が
水
を
飲
め
ば
、
甘
露
の
知
く
、
十
善
の
人
が
水
を
飲
め
ば
、
飢
え
と
渇
き
を
癒
さ
れ
る
。

汝
の
母
が
水
を
飲
め
ば
、
水
は
猛
火
に
変
じ
、
腹
に
流
れ
入
れ
ば
、
胃
も
腸
も
煮
焼
か
れ
た
よ
う
に
澗
れ
る
の
で
あ
る
。
）
『
救
母
経
』

今
有
現
時
京
香
飯
、
我
備
令
遣
将
来
、
母
若
飢
渇
時
多
、
香
飯
噴
紫
便
喫
。
：
：
：
目
連
手
撃
香
飯
、
充
済
慈
母
之
飢
、
奈
何
悪
業
又
深
、
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争
那
樫
貧
障
重
、
紫
水
来
［
飲
］
、
愛
作
銅
汁
、
香
飯
欲
喰
、
愛
成
猛
火
。
（
い
ま
、
現
時
水
香
飯
あ
り
て
、
仏
の
仰
せ
に
よ
り
携
え
て
参

り
ま
し
た
ゆ
え
、
母
上
が
長
い
間
飢
え
渇
し
て
お
る
な
ら
ば
、
理
紫
香
飯
を
ば
す
ぐ
に
召
し
上
が
れ
。
：
：
：
目
連
は
香
飯
を
捧
げ
持
ち
、

母
の
飢
え
を
癒
そ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
悪
業
の
深
さ
と
、
僅
貧
の
罪
の
重
さ
に
よ
っ
て
、
理
援
を
飲
ま
ん
と
す
れ
ば
銅
汁
に
変
じ
、
香

飯
を
喰
ら
わ
ん
と
欲
す
れ
ば
猛
火
に
変
ず
。
）
『
目
連
縁
起
」

目
連
聞
阿
嬢
索
水
、
気
咽
整
噺
。
思
付
中
間
、
忽
憶
王
舎
城
南
有
大
水
、
潤
浪
無
透
、
名
目
恒
河
之
水
、
亦
履
救
得
、
阿
嬢
火
難
之

苦
。
南
関
浮
提
衆
生
、
見
水
即
日
疋
清
涼
之
水
。
諸
天
見
水
、
即
是
瑠
璃
賓
池
。
魚
篭
見
此
水
、
即
是
潤
揮
。
青
提
見
水
、
即
是
膿
河
猛

火
。
行
至
水
頭
、
未
見
児
児
願
、
更
（
便
）
左
手
托
岸
良
由
慢
、
右
手
抄
水
良
由
貧
、
直
矯
樫
貧
心
不
止
、
水
未
入
口
便
成
［
猛
火
］
。



（
目
連
は
母
が
水
を
求
め
て
い
る
の
を
聞
き
、
気
も
塞
が
り
声
も
栢
現
れ
た
。
思
い
を
め
ぐ
ら
す
う
ち
に
、
王
舎
城
の
南
に
大
き
な
河
の

あ
る
の
を
思
い
出
し
た
。
水
量
は
潤
沢
無
辺
で
、
恒
河
と
称
し
、
母
を
火
難
の
苦
し
み
か
ら
救
い
出
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。
南
閤
浮
提

の
衆
生
が
水
を
見
れ
ば
清
涼
の
水
。
諸
天
が
水
を
見
れ
ば
瑠
璃
宝
の
池
。
魚
簡
が
こ
の
水
を
見
れ
ば
そ
れ
は
潤
い
の
あ
る
沢
。
青
提
が

水
を
見
れ
ば
そ
れ
は
膿
河
猛
火
と
な
る
。
水
際
ま
で
来
る
と
、
ま
だ
息
子
が
願
文
を
唱
え
な
い
う
ち
に
、
左
手
で
岸
を
支
え
る
の
は
樫

苔
が
ゆ
え
、
右
手
で
水
を
掬
う
の
は
貧
欲
が
ゆ
え
、
樫
貧
の
心
が
己
ま
、
ざ
れ
ば
、
水
は
口
に
入
る
前
に
猛
火
と
な
っ
た
。
）
『
救
母
変
文
」

文
体
は
い
ず
れ
も
四
字
六
字
を
基
調
と
し
た
一
種
の
耕
文
で
あ
る
こ
と
は
共
通
し
て
い
る
が
、
細
か
く
見
れ
ば
『
救
母
変
文
」
に
は
破
格

が
認
め
ら
れ
る
。
内
容
に
つ
い
て
見
る
と
、
母
が
水
を
飲
も
う
と
す
る
と
猛
火
に
変
ず
る
と
い
う
プ
ロ
ッ
ト
は
、
本
来
『
孟
蘭
盆
経
』
や
宗

戸
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密
『
孟
蘭
盆
経
疏
』
に
は
見
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。
「
救
母
経
』
と
『
救
母
変
文
』
で
は
、
「
諸
悌
飲
水
、
猶
如
乳
酪
。
衆
僧
飲
水
、
猶
如

甘
露
水
」
あ
る
い
は
「
南
閤
浮
提
衆
生
、
見
水
即
是
清
涼
之
水
。
諸
天
見
水
、
即
是
瑠
璃
賓
池
。
魚
簡
見
此
水
、
即
日
疋
潤
、
揮
」
と
い
う
よ
う

に
、
飲
料
の
効
用
や
価
値
を
比
験
的
に
表
現
し
て
い
る
。
両
者
の
内
容
は
等
し
く
な
く
、
『
救
母
経
』
よ
り
『
救
母
変
文
』
が
よ
り
豊
富
な

内
容
に
な
っ
て
い
る
が
、
表
現
形
態
の
一
致
に
注
目
し
た
い
。
『
救
母
変
文
」
系
統
の
説
話
が
『
救
母
経
』
に
連
な
っ
て
い
る
の
を
示
し
て

い
る
例
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。

次
に
目
連
の
母
が
餓
鬼
道
を
脱
し
て
、
畜
生
道
に
狗
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り
、
日
連
が
そ
れ
を
尋
ね
、
避
遁
す
る
場
面
を
取
り
上
げ
る
。

日
連
告
側
、
我
母
托
何
道
。
備
言
日
連
、
難
離
餓
鬼
、
托
生
合
在
王
舎
城
中
、
化
震
母
狗
。
目
連
関
是
語
己
、
挺
鉢
往
王
舎
城
中
、

(212) 

呼
覚
其
狗
。
狗
見
目
連
、
走
出
抱
腰
慎
悩
。
我
是
師
母
、
師
日
疋
我
見
。
目
連
問
母
、
今
作
狗
身
之
苦
、
如
何
地
獄
之
苦
。
狗
語
目
連
、



我
乍
可
長
劫
作
狗
身
、
喫
人
不
糧
、
我
伯
地
獄
之
聾
。
（
目
連
は
仏
に
告
げ
る
。
母
は
何
道
に
託
生
さ
れ
た
の
で
し
ょ
う
。
仏
は
目
連

に
言
、
っ
。
餓
鬼
を
離
れ
た
が
、
王
舎
城
に
託
生
せ
ら
れ
て
雌
狗
と
化
し
て
お
る
は
ず
。
日
連
は
そ
れ
を
聞
く
と
鉢
を
捧
げ
て
王
舎
城
に(211) 

行
き
、
そ
の
狗
を
呼
ぴ
探
し
た
。
狗
は
日
連
を
見
る
と
、
走
り
出
で
目
連
の
腰
に
ま
つ
わ
り
つ
い
た
。
私
は
師
の
母
、
師
は
私
の
息
子

で
あ
る
。
目
連
は
母
に
－
訊
ね
る
。
い
ま
狗
の
身
と
な
る
苦
し
み
と
、
地
獄
の
苦
し
み
は
如
何
で
し
ょ
う
。
狗
は
目
連
に
申
す
よ
う
。
長

劫
に
わ
た
っ
て
狗
身
と
な
り
、
人
の
不
浄
を
喰
ら
う
よ
り
、
地
獄
の
音
を
耳
に
す
る
の
が
恐
ろ
し
い
。
）
『
救
母
経
』

於
是
孟
蘭
即
設
、
供
養
将
陳
、
諸
備
慈
悲
、
便
賜
方
園
救
済
、
目
連
慈
母
、
得
離
阿
鼻
地
獄
、
免
交
遭
煎
苦
之
憂
。
蓋
縁
悪
増
深
、

未
得
［
生
］
於
人
道
、
託
蔭
玉
城
内
、
化
矯
女
狗
之
身
、
終
朝
只
向
街
街
、
毎
日
常
喰
不
浄
。
：
：
：
於
是
目
連
天
眼
、
観
見
慈
母
、

不
覚
雨
涙
向
前
、
遂
問
阿
嬢
、
久
居
地
獄
、
受
苦
多
時
、
今
乃
得
離
阿
鼻
、
深
助
嬢
嬢
。
今
在
人
間
作
狗
、
如
何
地
獄
之
時
。
阿
嬢
被

/O F、
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己
離
地
獄
、
将
身
又
向
玉
城
、
化
作
狗
身
受
苦
。
目
連
心
中
孝
順
、
行
到
王
城
、
歩
歩
傭
近
狗
遺
、
狗
見
沙
門
歓
喜
。
目
連
知
是
慈
母
、

問
来
由
、
不
覚
心
中
歓
喜
、
告
児
日
連
日
、
我
在
阿
鼻
地
獄
、
受
苦
皆
日
疋
白
矯
、
聞
汝
贋
設
孟
蘭
、
供
養
十
方
諸
備
、
今
得
離
於
地
獄
、

化
策
母
狗
之
身
、
不
浮
乍
可
食
之
、
不
欲
嘗
時
受
苦
。
（
そ
こ
で
孟
蘭
盆
を
設
け
、
供
物
を
供
え
、
諸
仏
の
慈
悲
に
よ
り
、
方
円
の
救

済
を
賜
り
、
日
連
の
慈
母
は
阿
鼻
地
獄
を
離
れ
、
前
…
苦
の
憂
い
に
遭
う
の
を
逃
れ
ま
し
た
。
し
か
し
悪
縁
の
深
き
に
よ
り
て
、
い
ま
だ

現
世
に
は
生
ま
れ
ず
、
玉
城
の
内
に
化
し
て
女
狗
と
な
り
、
終
日
路
頭
に
あ
り
て
、
毎
日
不
浄
を
喰
ら
っ
て
お
り
ま
す
。
：
：
：
そ
こ
で

日
連
は
天
眼
で
も
っ
て
慈
母
が
す
で
に
地
獄
を
離
れ
、
玉
城
に
て
狗
に
転
生
し
苦
し
み
を
受
け
て
い
る
の
を
観
想
し
ま
し
た
。
目
連
が

孝
順
の
心
根
を
も
っ
て
、
玉
城
に
行
き
、
ゆ
る
ゆ
る
と
狗
の
そ
ば
に
近
寄
る
と
、
狗
は
沙
門
を
見
て
喜
び
ま
す
。
目
連
は
そ
れ
が
母
と

知
り
、
覚
え
ず
涙
に
喧
ぴ
近
寄
り
訊
ね
た
。
久
し
く
地
獄
に
居
ら
れ
、
長
き
に
苦
し
み
を
受
け
、
い
ま
や
っ
と
阿
鼻
地
獄
を
離
れ
る
こ



と
を
得
、
お
喜
び
致
し
ま
す
。
こ
の
世
で
狗
と
な
る
の
と
、
地
獄
の
時
と
は
如
何
で
し
ょ
う
か
。
母
は
い
わ
れ
を
問
わ
れ
、
覚
え
ず
心

中
歓
喜
し
、
息
子
の
目
連
に
申
し
ま
す
。
私
が
阿
鼻
の
地
獄
に
堕
ち
責
め
苦
を
受
け
た
の
は
自
ら
の
せ
い
で
あ
っ
た
。
そ
な
た
が
広
く

孟
蘭
盆
を
設
け
、
十
方
の
諸
仏
に
供
養
し
た
こ
と
を
聞
い
て
お
る
。
い
ま
地
獄
を
離
れ
る
こ
と
を
得
た
れ
ば
、
化
し
て
母
狗
の
身
と
な

り
、
不
浄
を
喰
ら
う
も
、
昔
の
苦
し
み
は
受
け
と
う
な
い
。
）
「
目
連
縁
起
』

世
尊
、
阿
嬢
喫
飯
成
火
、
喫
水
成
火
、
蒙
世
尊
慈
悲
、
救
得
阿
嬢
火
難
之
苦
。
従
七
月
十
五
日
、
得
一
一
頓
飯
己
来
、
母
子
更
不
相
見
、

篇
首
堕
於
地
獄
、
震
復
向
餓
鬼
之
途
。
世
尊
報
言
、
汝
母
亦
不
堕
地
獄
及
餓
鬼
之
途
。
得
汝
韓
経
功
徳
、
造
孟
蘭
盆
善
根
、
汝
母
轄
餓

身
之
鬼
、
向
王
舎
城
中
作
黒
狗
身
去
。
汝
欲
得
見
阿
嬢
者
、
心
行
平
等
、
次
第
乞
食
、
莫
問
貧
富
。
行
至
大
富
長
者
家
門
前
、
有
黒
狗

出
来
、
捉
汝
袈
裟
街
著
、
作
人
語
、
即
是
汝
阿
嬢
也
。
日
連
蒙
仏
勅
、
遂
即
托
鉢
持
孟
、
尋
覚
阿
嬢
。
不
問
貧
富
坊
巷
、
行
衣
（
於
）

ウ
ー
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匝
合
（
沿
）
、
線
不
見
阿
嬢
。
行
一
長
者
家
門
前
、
見
一
黒
狗
身
、
従
宅
裏
出
来
、
便
捉
目
連
袈
裟
、
成
（
街
）
着
即
作
人
語
、
言
、

阿
嬢
孝
順
子
、
忽
是
能
向
地
獄
冥
路
之
中
救
阿
嬢
来
、
因
何
不
救
狗
身
之
苦
。
目
連
敗
口
言
、
慈
母
、
由
児
不
孝
順
、
残
及
慈
母
、
墜
落

三
塗
、
寧
作
狗
身
於
此
、
体
（
寧
）
作
餓
鬼
之
途
。
阿
嬢
喚
言
、
孝
順
児
、
受
此
狗
身
音
阻
報
、
行
住
坐
臥
得
存
。
飢
即
於
坑
中
食
人

不
浮
、
渇
飲
長
流
以
済
虚
。
朝
関
長
者
念
三
賓
、
暮
聞
嬢
子
諦
尊
経
。
寧
作
狗
身
受
大
地
不
浮
、
耳
中
不
問
地
獄
之
名
。
（
世
尊
よ
、

母
は
飯
を
喰
ら
わ
ば
火
と
な
り
、
水
を
飲
め
ば
火
と
な
る
も
、
世
尊
の
慈
悲
を
蒙
り
て
、
母
の
火
難
の
苦
し
み
よ
り
救
わ
れ
ま
し
た
。

七
月
十
五
日
に
食
事
に
あ
り
つ
い
て
よ
り
、
母
の
姿
を
見
て
お
ら
ず
、
地
獄
に
堕
ち
た
か
、
は
た
ま
た
餓
鬼
の
道
に
あ
り
し
か
。
世
尊

は
答
え
る
。
汝
の
母
は
地
獄
に
も
餓
鬼
道
に
も
堕
ち
て
は
お
ら
ぬ
。
汝
の
読
経
の
功
徳
と
孟
蘭
盆
を
造
り
し
善
根
を
得
て
、
汝
が
母
は

(210) 

餓
鬼
道
に
転
じ
て
、
王
舎
城
に
て
黒
狗
に
転
生
し
て
お
る
。
汝
が
母
に
見
え
ん
と
欲
す
る
な
ら
ば
、
分
け
隔
で
な
く
次
第
に
乞
食
し
、



貧
富
を
問
う
こ
と
な
か
れ
。
富
豪
の
門
前
に
行
か
ば
、
黒
狗
の
出
で
て
、
汝
の
袈
裟
を
街
え
、
人
語
を
な
す
の
が
汝
の
母
で
あ
る
。
目
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連
は
仏
の
教
え
を
賜
り
、
鉢
孟
を
手
に
母
を
探
し
ま
す
。
貧
富
の
別
な
く
表
通
り
も
裏
通
り
も
遍
く
探
し
た
が
、
何
処
に
も
母
は
見
つ

か
ら
ぬ
。
さ
る
長
者
の
門
前
に
、

一
匹
の
黒
狗
が
屋
敷
の
中
か
ら
出
て
く
る
と
、
目
連
の
袈
裟
を
口
挟
ん
で
、
人
語
を
申
す
よ
う
。
母

の
孝
行
息
子
よ
、
も
し
も
地
獄
冥
路
の
中
よ
り
母
を
救
う
て
く
れ
た
な
ら
ば
、
な
ぜ
狗
の
身
と
な
る
苦
し
み
を
救
っ
て
く
れ
ぬ
。
日
連

が
申
す
よ
う
。
母
上
、
息
子
の
親
不
孝
の
せ
い
で
厄
災
が
母
に
及
び
、
三
塗
に
堕
ち
る
は
め
に
な
り
ま
し
た
。
狗
の
身
で
人
の
不
浄
を

喰
ら
う
の
と
、
喉
の
渇
い
て
長
流
を
飲
ん
で
癒
す
の
と
、
ど
ち
ら
が
宜
し
い
か
。
母
が
叫
ん
だ
、
孝
行
息
子
よ
、
狗
の
身
と
な
り
口
の

き
け
ぬ
報
い
を
受
け
た
が
、
行
住
坐
臥
に
は
困
り
は
せ
ぬ
。
飢
え
て
は
坑
中
に
人
の
不
浄
を
喰
ら
い
、
渇
す
れ
ば
長
流
を
飲
ん
で
飢
え

を
癒
す
。
朝
に
長
者
の
三
宝
を
念
ず
る
の
を
聞
き
、
暮
れ
に
夫
人
の
尊
経
を
諦
え
る
の
を
聞
く
。
狗
の
身
と
な
り
大
地
の
不
浄
を
受
け

る
も
、
耳
に
地
獄
の
名
は
聞
き
と
う
な
い
。
）
『
救
母
変
文
」
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『
救
母
経
』
で
は
「
諸
菩
薩
に
請
う
て
、
四
十
九
燈
を
点
じ
、
放
生
を
行
い
、
神
幡
を
造
立
す
る
」
こ
と
に
よ
っ
て
、
『
目
連
縁
起
』
と

『
救
母
変
文
』
で
は
孟
蘭
盆
法
会
に
よ
っ
て
、
母
を
餓
鬼
道
か
ら
救
出
し
た
後
、
母
は
狗
身
に
転
生
し
た
。
そ
れ
を
仏
か
ら
教
示
さ
れ
、
目

連
が
狗
身
の
母
を
探
し
に
出
る
プ
ロ
ッ
ト
で
あ
る
。
王
舎
城
内
を
乞
食
し
て
い
る
と
、
狗
が
近
寄
っ
て
き
て
目
連
に
母
で
あ
る
こ
と
を
知
ら

せ
る
。
記
述
に
精
粗
の
差
が
あ
る
が
、
内
容
は
ほ
ぼ
同
様
に
見
え
る
。
と
こ
ろ
が
、
母
の
言
動
に
焦
点
を
当
て
て
子
細
に
読
め
ば
、
実
は
異

な
っ
て
い
る
こ
と
に
気
付
く
で
あ
ろ
う
。
「
救
母
変
文
』
か
ら
見
て
ゆ
く
と
、
目
連
の
母
を
探
し
当
て
た
経
緯
は
「
行
一
長
者
家
門
前
、
見

一
黒
狗
身
、
従
宅
裏
出
来
、
便
捉
目
連
袈
裟
、
成
（
街
）
着
即
作
人
語
」
と
あ
り
、
目
連
が
托
鉢
を
し
て
長
者
の
門
前
ま
で
来
る
と
黒
狗
が

出
て
き
て
、
目
連
の
袈
裟
を
捉
え
、
そ
れ
を
街
え
な
が
ら
人
語
を
話
し
た
。
『
救
母
経
』
で
は
、
「
日
連
聞
是
語
己
、
挺
鉢
往
王
舎
城
中
、
呼



覚
其
狗
。
狗
見
目
連
、
走
出
抱
腰
慎
悩
」
と
あ
り
、
狗
は
目
連
を
見
か
け
る
と
そ
の
腰
に
（
う
る
さ
く
）
ま
つ
わ
り
つ
い
た
。
こ
こ
で
注
目

す
べ
き
は
、
狗
が
み
ず
か
ら
目
連
に
近
づ
き
、
ま
つ
わ
り
つ
い
た
行
動
で
あ
る
。
『
救
母
変
文
』
で
は
こ
の
後
に
、
母
が
目
連
に
向
か
っ
て

「
因
何
不
救
狗
身
之
苦
」
と
、
な
ぜ
狗
身
の
苦
し
み
を
救
っ
て
く
れ
な
い
の
か
と
恨
み
言
を
述
べ
る
。
こ
こ
に
母
の
樫
貧
で
自
己
中
心
な
性

格
に
変
化
の
な
い
こ
と
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
を
踏
ま
え
て
『
救
母
経
』
に
続
い
て
見
え
る
母
の
言
葉
「
我
是
師
母
、
師
是
我

児
」
を
吟
味
す
れ
ば
、
単
な
る
息
子
に
対
す
る
教
示
だ
け
で
な
く
、
尊
大
で
倣
慢
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
で

あ
ろ
う
。
そ
れ
に
対
し
て
『
日
連
縁
起
』
で
は
、
目
連
み
ず
か
ら
が
狗
身
で
あ
る
母
を
探
し
出
し
た
よ
う
に
読
め
る
。
そ
れ
に
続
く
「
我
在

阿
鼻
地
獄
、
受
苦
皆
是
自
負
」
と
い
う
母
の
言
葉
は
自
責
の
表
出
で
あ
り
、
「
間
汝
贋
設
孟
蘭
、
供
養
十
方
諸
備
、
今
得
離
於
地
獄
、
化
策

母
狗
之
身
、
不
淳
乍
可
食
之
、
不
欲
昔
時
受
苦
」
と
い
う
の
は
、
目
連
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
表
し
た
も
の
で
、
地
獄
の
苦
し
み
を
思
え
ば

Q
ノ

戸
、J

狗
身
で
あ
っ
て
も
甘
ん
じ
よ
う
と
い
う
諦
念
す
ら
感
じ
さ
せ
る
も
の
が
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
母
親
が
地
獄
に
堕
と
さ
れ
た
の
を
、
自
ら
の
招
い

た
報
い
で
あ
っ
た
と
認
め
る
の
は
、
『
孟
蘭
盆
経
』
を
始
め
と
し
て
、
後
の
宝
巻
等
に
及
ぶ
ま
で
数
多
あ
る
日
連
説
話
の
中
で
は
、
実
は
珍

し
い
特
徴
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

上
の
三
点
の
関
係
に
つ
い
て
み
れ
ば
、

デ
ィ
テ
ー
ル
に
注
目
し
た
結
論
と
し
て
、
『
救
母
経
』
と
『
救
母
変
文
』
は
ほ
ぼ
等
し
い
内
容
で

あ
り
、
「
目
連
縁
起
』
が
異
な
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
こ
こ
に
は
単
に
デ
ィ
テ
ー
ル
に
止
ま
ら
ず
、
説
話
の
成
立
や
伝
承
の

系
統
に
も
絡
む
問
題
が
含
ま
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
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む
す
び
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『
救
母
経
」
と
代
表
的
な
目
連
説
話
変
文
に
つ
い
て
、
そ
の
モ
チ
ー
フ
と
デ
ィ
テ
ー
ル
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
あ
ま
り
多
く
の
例
を
挙
げ

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
が
、
考
察
を
通
し
て
い
く
つ
か
興
味
深
い
結
果
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
た
。
モ
チ
ー
フ
は
同
じ
で
あ
っ
て
も
、
そ

の
ス
ト
ー
リ
ー
の
展
開
に
は
作
品
ご
と
に
差
異
が
あ
り
、
そ
こ
に
注
目
す
れ
ば
さ
ま
ざ
ま
な
側
面
が
見
え
て
く
る
。
目
連
故
事
の
重
要
な
モ

チ
ー
フ
の
一
つ
が
母
親
救
済
の
た
め
の
地
獄
巡
り
で
あ
る
、
と
い
う
視
点
か
ら
作
品
を
眺
め
る
と
、
『
救
母
経
』
で
は
地
獄
巡
り
の
大
半
に

母
親
が
話
題
に
上
っ
て
い
な
い
特
徴
が
判
明
し
た
。
そ
れ
に
対
し
て
『
救
母
変
文
」
で
は
、
地
獄
を
訪
ね
て
み
る
と
母
は
す
で
に
次
の
地
獄

に
移
さ
れ
て
会
う
こ
と
が
で
き
ず
、
更
に
次
な
る
地
獄
に
向
か
う
と
い
う
、
母
親
追
跡
と
い
う
要
素
が
認
め
ら
れ
た
。
母
親
追
跡
と
い
う
モ
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チ
ー
フ
は
、
後
の
目
連
故
事
を
題
材
と
し
た
戯
曲
や
講
唱
文
学
で
は
ス
ト
ー
リ
ー
の
展
開
に
広
く
見
ら
れ
る
も
の
で
、
重
要
な
演
出
の
一
形

式
と
な
っ
て
い
る
。
『
救
母
変
文
』
に
そ
の
祖
型
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
デ
ィ
テ
ー
ル
に
つ
い
て
、
狗
に
転
生
し
た
母
親
と

日
連
と
の
出
会
い
と
い
う
ほ
ぼ
同
様
の
場
面
を
抜
き
出
し
、

デ
ィ
テ
ー
ル
を
比
較
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
母
親
の
人
物
形
象
が
「
救
母
経
』

と
『
救
母
変
文
』
に
お
い
て
は
一
致
す
る
の
に
対
し
て
、
「
目
連
縁
起
』で
は
異
な
っ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
『
日
連
縁
起
』
で
は
母
の
人
物

形
象
は
変
化
し
て
い
る
が
、
『
救
母
変
文
』
及
び
『
救
母
経
』
で
は
母
親
の
形
象
に
変
化
は
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
こ

の
現
象
を
如
何
に
解
釈
す
る
か
は
稿
を
改
め
て
論
じ
て
み
た
い
。

日
注

（1
）
「
「
慈
悲
道
場
目
連
報
本
憐
法
」
と
『
仏
説
目
連
救
母
経
』
に
つ
い
て
」
（
上
）
（
下
）
、
『
義
文
研
究
』
（
慶
慮
義
塾
大
学
塞
文
学
会
）
、
第
八
十
三



号
（
O
二
年
十
二
月
）
、
第
八
十
六
号
（O
四
年
六
月
）
所
収
。

（2
）
『
救
母
経
』
に
つ
い
て
は
以
下
の
三
点
を
適
宜
参
照
し
た
。
宮
次
男
「
目
連
救
母
説
話
と
そ
の
絵
画
｜
目
連
救
母
経
絵
の
出
現
に
因
ん
で
」
『
美

術
研
究
』
古
川
弘
文
館
、
六
七
年
、
第
五
冊
所
収
。
砂
岡
（
鈴
木
）
和
子
「
元
刊
『
僻
説
目
連
救
母
経
』
の
口
語
特
徴
」
、
「
駒
沢
女
子
大
学

研
究
紀
要
』
第
二
号
、
九
五
年
所
収
。
吉
川
良
和
「
「
救
母
経
」
と
『
救
母
宝
巻
」
の
目
連
物
に
関
す
る
説
唱
芸
能
的
試
論
」
『
一
橋
大
学
研

究
年
報
社
会
学
研
究
』
四
一
、

O
三
年
所
収
。

（3
）
こ
の
ほ
か
に
も
近
年
、
目
連
変
文
関
連
写
本
の
存
在
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
［
目
連
変
文
］
（
救
母
変
文
）
、
石
谷
風
『
晋
貌
惰
唐
残
墨
』
安
徽

美
術
出
版
社
、
九
二
年
所
収
。
［
目
連
変
文
創
作
草
稿
本
］
（
救
母
変
文
）
、
王
継
知
「
敦
短
文
献
政
語
二
則
」
（
目
連
変
文
創
作
草
稿
本
政
）

『
文
献
』
第
四
期
、
九
七
年
所
収
。
荒
見
泰
史
「
中
国
国
家
図
書
館
蔵
『
目
連
変
文
』
写
本
五
点
」
、
『
絵
解
き
研
究
』
（
絵
解
き
研
究
会
）
、
第

十
七
号
、
O
三
年
三
月
所
収
。
同
「
敦
埋
文
献
に
見
ら
れ
る
『
目
連
変
文
』
の
新
資
料
北
京
八
七
一
九
競
文
書
に
つ
い
て
」
『
東
方
宗
教
』

（
日
本
道
教
学
会
）
一O
三
号
、
O
四
年
所
収
。
現
在
、
こ
れ
ら
の
資
料
を
用
い
て
目
連
変
文
の
成
立
・
伝
承
過
程
を
明
ら
か
に
せ
ん
と
す
る

研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
こ
れ
ら
の
資
料
は
用
い
て
い
な
い
。

（4
）
石
破
洋
「
目
連
説
話
に
お
け
る
目
連
救
母
経
の
意
義
に
つ
い
て
」
『
金
沢
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
研
究
論
集
』
創
刊
号
、
七
五
年
所
収
。
同

「
わ
が
国
に
お
け
る
目
連
救
母
説
話
の
変
容
」
『
鳥
取
県
立
八
頭
高
等
学
校
国
語
科
研
究
紀
要
』
第
一
号
、
七
五
年
所
収
。
同
「
中
国
に
お
け

る
目
連
救
母
説
話
の
変
容
」
「
鳥
取
県
立
八
頭
高
等
学
校
国
語
科
研
究
紀
要
』
第
二
号
、
七
六
年
所
収
。
い
ま
、
同
『
地
獄
絵
と
文
学
絵
解

き
の
世
界
』
教
育
出
版
セ
ン
タ
ー
、
九
二
年
所
収
、
等
を
参
照
。

（5
）
注
4

参
照
。

（6
）
参
照
し
た
宝
巻
は
以
下
の
通
り
。
『
目
連
救
母
出
離
地
獄
生
天
賓
巻
」
抄
本
、
元
末
明
初
、
中
国
国
家
図
書
館
蔵
、
い
ま
吉
川
論
文
（
注3
参

照
）
に
収
め
る
録
文
に
よ
る
。
『
目
連
三
世
賓
巻
」
常
州
培
本
堂
善
書
局
戴
板
、
光
緒
丙
成
年
。
『
宝
巻
』
山
西
人
民
出
版
社
所
収
本
。
段
平

『
河
西
宝
巻
」
新
文
豊
出
版
、
九
二
年
所
収
。
『
目
連
救
母
幽
冥
賓
伝
』
清
源
堂
、
清
光
緒
二
年
重
刊
。
『
宝
巻
』
（
山
西
版
）
所
収
。
「
目
連
巻
』

杭
州
璃
瑠
寺
、
光
緒
三
年
。

（7
）
句
読
、
翻
訳
は
入
矢
義
高
・
梅
原
郁
訳
注
、
岩
波
書
店
、
八
三
年
、
に
拠
る

（8
）
原
文
は
「
請
諸
菩
薩
、
貼
四
十
九
燈
、
放
諸
生
命
、
造
立
神
幡
」
。
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